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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

中日本航空株式会社所属川崎ベル式４７Ｇ３Ｂ－ＫＨ４型ＪＡ７５４３は、昭和５０年８月１日 

１０時２５分ころ、岩手県上閉伊郡宮守村下宮守１８地割の水田で液剤農薬散布中、対地高度 

（以下「高度」という。）約１７メートルで高圧配電線（以下「配電線」という。）に接触し、 

配電線３本を切断した後、同水田沿いの県道に不時着し、機体は中破した。

同機には、機長のみとう乗していたが異常なかった。

１．２　航空事故調査の概要

昭和５０年８月２日～３日　現場調査

１．３　原因関係者からの意見聴取

昭和５０年１０月１０日　意見聴取



２　認定した事実

２．１　飛行の経過

ＪＡ７５４３は、昭和５０年８月１日０４時４７分から、地元関係者１人を同乗させて約３５ 

分間にわたる散布前の確認飛行後、同乗者を降ろし直ちに散布作業を開始した。

散布地域は、山間の谷間の水田が大部分を占め、飛地が多く、かつ広範囲にわたっていたた 

め、１回の散布作業時間は約１時間１５分を要した。

３回目までの散布作業は順調に終了した。

４回目の当日最後の散布作業は、前回までと同様宮守中学校の臨時ヘリポートを離陸して開 

始された。

事故は、同機が４回目の散布地区の約３分の１の作業を終了し、場所を移動しての宮守村下 

宮守１８地割の散布作業中に発生した。

同機が、別添図のように東側に山がせまり、西側に県道が走り、ほぼ北に向い徐々に上り勾 

配となっている幅約３０メートルの山あいの水田の東側半分を速度約３０マイル／時、高度約 

１７メートルで南から北へ向けての散布中、機長は東側の山の頂上付近から水田を横切り、県 

道わきの電柱に延びている３本の配電線（裸硬銅より線２ミリメートル７本より）を１０メー 

トル～１５メートル手前で視認し、突差に左急旋回による回避操作を行ったが回避できず、メ 

イン・ローター・ブレード先端部が配電線を切断した後、約１００メートル飛行し、水田沿い 

の県道に不時着した。

事故発生時刻は１０時２５分ころであった。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷

死傷
とう乗者

乗組員 その他
その他

死亡　０　－　０

重傷　０　－　０

軽傷　０　－　０

なし　１　－

２．３　航空機の損壊の程度



中破

２．４　航空機以外の物件の損壊

配電線３本を切断した．

２．５　乗組員に関する情報

機長　昭和２３年１月１７日生

事業用操縦士技能証明書　第４８０５号

限定事項　回転翼航空機ベル式４７型

取得年月日　昭和４８年１２月６日

事業用操縦士技能証明書　第３３７７号

限定事項　飛行機陸上単発

取得年月日　昭和４５年１１月２４日

総飛行時間　３，１５７時間

内回転翼　６３０時間

最近３０日間の飛行時間　３３時間

（回転翼）

２．６　航空機に関する情報

型式　川崎ベル式４７Ｇ３Ｂ－ＫＨ４型

製造番号　２１６５

製造年月日　昭和４５年１月２３日

耐空証明書番号　第大－４９－３７１号

有効期間　昭和５０年３月２６日から

昭和５１年３月２５日まで

総使用時間　２，４６５時間２６分

オーバーホール後の使用時間　２０７時間１１分

重量重心位置

同機の事故発生時の重量は、２，６３９ポンド、その重心位置は＋２．９インチと推算され、い

ずれも許容範囲内にあった。



２．７　気象に関する情報

機長の口述によれば、事故発生時視程約１５キロメートル、気温約３０度Ｃ、風は静穏であ 

った。

２．８　航空機及び部品の損壊に関する情報

○　メイン・ローター・ブレード

白ブレード　前縁ステンレス・スチールに打痕２カ所

塗装のはがれ１カ所

赤ブレード　塗装のはがれ１カ所

○機体

機体下面に配電線との接触による数ヵ所のスパーク痕跡がある。

３　事実を認定した理由

３．１　解析

ＪＡ７５４３の調査結果及び機長の口述から、同機は事故発生まで正常であったものと認めら 

れる。

機長は、事故現場付近に配電線の張られていることについては、地上からの現場確認調査を 

実施していなかったこと、また、当日早朝における確認飛行において、当該地域にもやがかか 

っていたため、十分に現場が見えなかったことと、地元関係者からも説明を受けなかったこと 

から、配電線を眼前に視認するまでは、その存在について知らなかったものと認められる。

事故現場の水田には、別添図のように高さ約１７メートルの配電線と、高さ約５メートルの 

電話線が水田のほぼ中央部で約４０度の角度で交差している。

機長は、当該地域への散布に際し、その手前で１旋回を行ったが、そのとき、水田内の３本 

の電柱と危険標識から判断して電話線のあることを知ったが、一方の当該配電線については、 

その電柱が水田内にないため、その存在を予測できず、また、約１７メートルの飛行高度では 

黒褐色の配電線は背景の山の緑にとけ込み、視認できなかったものと推定される。

同機が散布作業中、配電線に接触したことは、機長の配電線の視認が遅れ、回避しきれない 

距離にまで接近したことによるものと推定される。



４　結論

（１）機長は適法な資格を有し、かつ、所定の身体検査に合格していた。

（２）ＪＡ７５４３は、適法な耐空証明を有し、事故発生まで正常であったものと認められる。

（３）機長は事前調査の不徹底のため、当該現場の状況を知らなかったものと認められる。

（４）当該現場の周囲の状況及び同機の散布飛行経路から、機長の配電線の視認は、きわめて困 

難であったものと推定される。

（５）機長が配電線を視認したときには、すでにそれを避けることができない位までに接近して 

いたものと推定される。

（６）ＪＡ７５４３は、高度約１７メートルで左旋回により回避中に、メイン・ローター・ブレー

ドが配電線に接触し、これを切断したものと認められる。

原因

本事故は、機長の配電線の視認の遅れにより、回避できず当該配電線に接触したものと推定 

される。

なお、事前調査の不徹底が原因に関与したものと考えられる。



現場見取図 （別添図）


